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99 年 8 月 17 日北アナトリア断層(NAF)西部でＭw7.4 のイズミット地震（死者 17000 名以上）が発生した。この

地震は Stein, R. et al. (1996)により長期予測がなされていた地震で、39 年のエルジンジャン地震を皮切りに

NAF を西進してきた地震の一つであった。地震後の地表変位に関しては主に活断層研究センター（日本）と MTA（ト

ルコ）のチームにより、一方、地震断層の西部は海域に延びたため高知大チームを加えて調査された。高分解能音

波探査記録とともに明らかにされた海域の断層分布は、約 20km の幅で一本の横ずれ断層から西方に spray 状に分

散分布する３回のくり返しを見せたあと、イズミット湾西部のヘルセックデルタで変位は消失することが明らかに

された(Kuscu, Okamura et al., 2002)。 

 過去一万年間の断層活動履歴を復元するために、いくつかの手法を組み合わせて調査を行った。まず、今回

の海底地震断層の変位を堆積速度が上回る部分であるイズミット湾東部海域を選択し、断層両側に複数のピストン

コアリングを実施した。その結果、過去 1200 年間に３回の地震イベントを復元した。次に、地震イベント復元に

関して、間接的手法として地震タービダイトの発生年代に注目した。試料採取はイズミット湾最深部のカラムルゼ

ル海盆の最深部（-208m）を中心に、2000 年間に計５回のタービダイト発生が認められ、断層活動と調和的活動を

示す。最上部のタービダイトは 99 年のイズミット地震により発生した斜面崩壊との連続性が認めらた。 

 NAF の活動域の西方ではいくつかの分岐断層が見られる。その一つゲムリック湾における分岐断層の活動史を

明らかにする目的で調査を行った。ゲムリック湾は正断層系を構成し、さらにその断層系は３つの雁行状海盆の配

列からなる。正断層の活動の一部はゲムリックデルタの末端を切っており、断層の活動は過去 4000 年間に３回復

元された。活動頻度だけを比較しても、この派生断層の活動度は NAF 本体の活動にくらべ１／３以下である。 

 これらの結果、NAF 本体ではほぼ一定の活動間隔を有するものの、派生断層ではくり返し間隔が不規則である

ことが明らかにされた。 


